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「地域学校協働活動」とは
みんなで連携・協働して
子どもを育てる活動です。

Let’s
連携・協働！

「誰かが何とかしてくれる、のではなく、自分たちが『当事者』
として、自分たちの力で学校や地域を創り上げていく。子供
たちのために学校を良くしたい、元気な地域を創りたい、
そんな『志』が集まる学校、地域が創られ、そこから、子供たち
が自己実現や地域貢献など、志を果たしていける未来こそ、
これからの未来の姿である。」

平成27年12月中央教育審議会の答申のまとめから引用
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今、私たちにできることは？3マナビィによる解説

地域学校協働活動をコミュニティ・スクールの
仕組みを活用しながら進めよう!

保護者や地域の方、
企業、団体等の幅広い方々の
参画を得て、地域全体で
子どもたちの学びや成長を
支える活動です。地域と学校が

「パートナー」となり、地域への愛着や、
身近な人とのつながりを大切にする
健やかな子どもを育てます。
活動を通して学校を

  核とした地域づくりを推進
私たちに
できることは
何だろう？

未来の高松を担う
健やかな子どもを
育てるために

～ 一人一人の小さな一歩が
　　　　　未来への大きな一歩に ～

高松市立の小・中学校は学校運営協議会を
設置したコミュニティ・スクールです。

学校運営協議会は、「育てたい子ども像」や
「目指すべき教育のビジョン」等を　　
地域と学校がお互いに「当事者」　　　

として協議・共有するための場です。 　　　　
話し合いを通して

人がつながり、地域と
ともにある学校づくりを推進　

同じ目標に向かって、
対等な立場で、共に活動
同じ目標に向かって、
対等な立場で、共に活動

学   校

地   域



連携・協働？
なぜ求められているの？

●これまでの学校支援の取組の課題は？ ●連携・協働とは具体的にどうすることですか？

パートナーとして連携・協働することが重要！

●連携・協働を進める背景は？

子どもたちが安全に
ミシンを使うためには
担任だけでは
手が足りなくて…

元気に外遊びして
ほしい。大人の目が
ないと心配だけど、
家事があるし…

子どもや保護者と
活動できれば、
地域がもっと

盛り上がるのに…

それぞれが課題を抱える中、
一人では難しくても、みんなの力を合わせてなら…

これまでは、
地域が学校や子どもたちを
「応援・支援」する
一方通行の関係でした。 
このため、
地域と学校の想いが
すれ違ってしまうことは
なかったでしょうか？

１ まずは学校運営協議会で話し合い、共通目標を設定しましょう。
２ 共通目標に向かって、地域と学校がそれぞれできることを考えましょう。
３ コーディネーターを中心に活動に移していきましょう。

私たちは子どもたちの未来のために、地域と学校の連携・協働を推進しています市内で活躍するコーディネーターの皆さん
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高松市ではどんな活動が
行われているの？2

石川さん（川東校区）
コミュニティセンター長

藤澤さん（古高松南校区）
スクールソーシャルワーカー

川原さん（亀阜校区）
亀阜おやじの会元代表

田所さん（鬼無校区）

※令和6年12月時点
元PTA会長

子どもの笑顔のために何ができるか考
える時間は、とても楽しくやりがいを感
じています。
困った時にはPTA会長時代からご縁が
ある皆様に相談しながら、地域と学校
の架け橋になれるよう挑戦しています。

高松市における地域と学校の連携・協働の事例

地域と学校が

共通の目標：子どもの健やかな成長

PTA
子ども会

NPO おやじ
の会

婦人
団体

企業

※コーディネーターは地域と学校をつなぐ重要な存在です。

学   校 家   庭 地   域

～高松でつむぐ子どもの未来、 一緒に育む明日へ！～

双方向の関係
築こう！

川東校区

教材作成の時間ができた
地域の方と顔見知りになれた
地域が元気に！そして防犯意識もUP

～地域のみんなで見守り活動～

学校運営協議会で
　　話し合って実現!

ここが
ポイント!
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古高松南校区 ～ボランティア募集大作戦～
地域のつながりを活かして募集!

亀阜校区

ホンモノ教材で授業が充実
地域の良さ発見、学びとふるさとがつながる
一緒に参加したくなる、地域の支えを実感

～おやじの力でわくわく町づくり～

ここが
ポイント!

市内各校区

安心できる場所
日常生活ではできない体験

～放課後子ども教室～

ここが
ポイント!

保護者

子ども

タテ・ヨコ・
  ナナメの関係づくり！

小学校の
余裕教室などが
子どもたちの
居場所に大変身!

地域の人材と
学校のニーズをマッチング!

教　員

子ども

保護者

多様な体験活動を計画できる
安心して取り組むことができる
自分たちも楽しみながら、地域力UP
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ここが
ポイント!


